
はじめに 
 

こんにちは、あをうしです。 
⻘⽜式トレードマスター講座に参加いただき、本当にありがとうございます。 
私の講座を⼼待ちにしてくれている本気の⽅達に対して、今の私にできる価

値を提供したいという想いによって開講させて頂きました。 
そして、この機会を逃すことなく⾶び込んでくださったあなたに深く感謝す

るとともに、この講座をきっかけとして、これからの⼈⽣の⾶躍の⼟台をしっ
かりと固めていって欲しいと切に願っています。 
 
 

では次に、まず⾏っていただきたいことを説明します。 
 
 当講座の期間は、2025/5/6（⽕）から 2025/8/3（⽇）までとします。 
 

はじめに次のタスクを完了させてください。 
 
□ ⻘⽜式トレードマスター講座サイト（以下、メンバーズサイト）をすみ

ずみまでチェック 
  今後の運営をスムーズなものとするため、アナウンスや Q&A など必ず⼀ 

通りチェックしてください。 
  特に、「基本理念」と「⻘⽜式トレードバイブル 2.0」の 2 つについては、 
 当講座を運営する上で⼀番⼤切な⼟台となるため、しっかりと脳内にイン 

ストールしておいてください。 
 
• メールの受信設定 
  講座申し込み時の決済フォームに⼊⼒されたメールアドレスにメールを配 

信しますので、次のアドレスが迷惑ボックスに⼊らないようにしてください。 
 aoushi.mtf.trade@gmail.com 
 

• X（旧 Twitter）アカウントの開設 
 メンバーへの所⽤連絡についても基本的にすべて Twitter で発信していま 
すので、確実に連絡を受け取りたいという⽅は開設することをオススメしま 
す。 

開設していない場合における連絡漏れ等については、⼀切対応しませんの



でご承知ください。 
  補⾜ですが、アカウントやプロフィールにネガティブな⾔葉を⽤いるのは 

絶対にやめてください。なぜなら、その⾔葉のとおりにあなたという⼈間が 
形成されていくから。 
 成功したいと⼼の底から思っているのなら、成し遂げたいビジョンを表 
す⾔葉で⾃分を表現するようにしましょう。 

 
 
• 情報の断捨離 

これについては、個⼈の判断にお任せしますが、私⾃⾝、トレードで成⻑ 
を続けていくためには、「情報は少なければ少ないほど良い」と考えています。 

 なぜなら、トレードで成果を出すための答えというのは、⼀⼈ひとりすで
に⾃分の中に持っているから。 
 ⾃分以外の外界に情報を求め、他⼈からの答えを欲することで⾃分が考え
る過程を省略しようとする姿勢では、到底、相場の世界で⽣き残ることなど
不可能です。 

  この 3 か⽉限定で構わないので、⻘⽜式トレードマスター講座以外のトレ
ードに関する情報は完全シャットアウトすることが、最も合理的な選択だと
考えますが、あとはご⾃⾝で判断してください。 

 
• トレードジャーナルの作成 
  私は、チャート画像の記録を「トレードジャーナル」と表現します。 
  私のトレードジャーナルを完全コピーするつもりで、トレードジャーナル

を作れるようにしていきましょう。 
  何事も真似ることが上達への第⼀歩なはずです。 
  最終的には、個々で作りやすいように取り組んでもらえばいいのですが、

私が⻑年マルチタイムフレーム分析に取り組む中で、この「トレードジャー
ナルの蓄積は絶対に必要不可⽋な要素」だと断⾔します。 

  全く同じ組み合わせが存在しないマルチタイムフレーム分析において、相
場のフラクタル構造を緻密に分析できるようになるための安易なショートカ
ットは存在しませんが、⽇々の実践トレードとトレードジャーナル作成、振
り返りの PDCA サイクルこそが、マルチタイムフレーム分析習得のための最
も合理的な最短経路の遠回りです。 

 
• 動画「リソース配分デザインと意志⼒」の視聴 
https://twitcasting.tv/aoushi_fxtrader/movie/661441504 

https://twitcasting.tv/aoushi_fxtrader/movie/661441504


 トレード学習を進める上で、⾮常に⼤切なことを話していますので、1 分 1
秒でも無駄にせずにトレーディングスキルを⾝につけるためにも、⾒るだけで
なく必ず⽇常⽣活に落とし込み実践してください。 
 
 
 タスクをまとめます。 
 
• メンバーズサイトをすみずみまでチェック 
• X（旧 Twitter）アカウントの開設 
• 情報の断捨離 
• トレードジャーナルの作成 
• 動画「リソース配分デザインと意志⼒」の視聴 
 

それでは、各⾃しっかりと準備を進めてください。 
 
 

 以上、よろしくお願いいたします。 
                            あをうし 


